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(57)【要約】
【課題】　洗面キャビネットにおいて、電源を必要とす
る機器の収納性を高めること。
【解決手段】　キャビネット２０内に設けられる棚板２
６の一側に電源コンセント２７を設け、該棚板２６の他
側を電気機器等の収納スペース２８とする洗面キャビネ
ット２０であって、棚板２６の前縁に開口する電源コー
ド挿入スリット３０を該棚板２６に設け、電気機器の電
源コード１Ａ、２Ａを該スリット３０に挿入可能にする
もの。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャビネット内に設けられる棚板の一側に電源コンセントを設け、該棚板の他側を電気
機器等の収納スペースとする洗面キャビネットであって、
　棚板の前縁に開口する電源コード挿入スリットを該棚板に設け、電気機器の電源コード
を該スリットに挿入可能にする洗面キャビネット。
【請求項２】
　前記棚板のスリットに、電源コードを保持するパッキンを設けた請求項１に記載の洗面
キャビネット。
【請求項３】
　前記キャビネット内の最上部に複数の電源コンセントを集約して設けた請求項１又は２
に記載の洗面キャビネット。
【請求項４】
　前記棚板の位置を電源コンセントの位置に関係なく移動できる請求項１～３のいずれか
に記載の洗面キャビネット。
【請求項５】
　前記キャビネット内の最下段の棚板の下面に物品吊下げ用フックを設けた請求項１～４
のいずれかに記載の洗面キャビネット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は洗面キャビネットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗面キャビネットとして、特許文献１、２に記載の如く、キャビネット内に棚板によっ
て区画される電気機器等の収納スペースを備えるとともに、キャビネット内の各収納スペ
ースに電源コンセントを設けてなるものがある。
【特許文献１】特開2000-139589
【特許文献２】特開2001-292535
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１、２の洗面キャビネットでは、キャビネット内の各収納スペ
ースに電源コンセントを設けるものであり、電源コンセントと電気機器等の収納スペース
を棚板によって互いに仕切るところがない。
【０００４】
　従って、電気機器等の収納スペースに収納された物品、例えば電動歯ブラシやコップに
付着している水の滴が、電源コンセントに伝わって漏電することを防止する使用上の注意
が必要とされる。
【０００５】
　また、キャビネット内で電源を確保できる範囲が電源コンセントの設置スペースに限ら
れる。従って、キャビネット内における各種物品の収納スペースを棚板の移動等によって
変更できたとしても、電気機器の収納スペースは電源コンセントの設置スペースに対応す
るところに限られる。
【０００６】
　また、電源コンセントの設置スペースに新たな電気機器を追加的に収納するときには、
新旧の電気機器の電源コードの取り回しの整然を図るため、全ての収納物品を一度出し入
れする必要がある。
【０００７】
　本発明の課題は、洗面キャビネットにおいて、電源を必要とする機器の収納性を高める
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ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、キャビネット内に設けられる棚板の一側に電源コンセントを設け、
該棚板の他側を電気機器等の収納スペースとする洗面キャビネットであって、棚板の前縁
に開口する電源コード挿入スリットを該棚板に設け、電気機器の電源コードを該スリット
に挿入可能にするようにしたものである。
【０００９】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において更に、前記棚板のスリットに、電源コード
を保持するパッキンを設けたものである。
【００１０】
　請求項３の発明は、請求項１又は２の発明において更に、前記キャビネット内の最上部
に複数の電源コンセントを集約して設けたものである。
【００１１】
　請求項４の発明は、請求項１～３のいずれかの発明において更に、前記棚板の位置を電
源コンセントの位置に関係なく移動できるようにしたものである。
【００１２】
　請求項５の発明は、請求項１～４のいずれかの発明において更に、前記キャビネット内
の最下段の棚板の下面に物品吊下げ用フックを設けたものである。
【発明の効果】
【００１３】
　（請求項１）
　(a)棚板の一側に電源コンセントを設け、該棚板の他側に電気機器等の収納スペースを
設けた。従って、電源コンセントと、電気機器等の収納スペースを棚板により仕切り、電
気機器等の収納スペースに収納された物品、例えば電動歯ブラシやコップに付着している
水の滴が、電源コンセントに伝わって漏電することを確実に防止でき、使用上の注意を必
要としない。
【００１４】
　(b)キャビネット内で、電源コンセントの設置スペースに関係なく、電源を確保できる
。電気機器の電源コードを電源コンセントに接続するとともに、この電源コードを棚板の
電源コード挿入スリットに挿入することにより、この電気機器を電源コンセントから離隔
する収納スペースに収納可能にしながら、電源も確保できる。新たな電気機器を収納スペ
ースに追加的に収納するとき、新旧の電気機器の電源コードは棚板の電源コード挿入スリ
ットに挿入されてそれらの取り回しの整然を図られるから、その整然を図るために当該収
納スペースにおける全ての収納物品の出し入れを必要とする等がない。
【００１５】
　(請求項２)
　(c)棚板のスリットに、電源コードを保持するパッキンを設けることにより、棚板の前
縁の側からスリットに挿入した電源コードをパッキンにより挟んで保持できる。
【００１６】
　（請求項３）
　(d)キャビネット内の最上部に複数の電源コンセントを集約することにより、キャビネ
ット内の残余の部分を物品収納スペースとして利用できる。着脱頻度の低い電源コンセン
トを最上部に設け、使用頻度の高い物品収納スペースを使用者の手の届き易い残余の部分
に設けることにより、使い勝手を向上できる。電源コンセントを最上部に設けることによ
り、残余の部分に収納される物品に付着する水の滴が電源コンセントの側に伝わり落ちる
可能性を排除できる。
【００１７】
　（請求項４）
　(e)前述(b)により、棚板の位置を電源コンセントの位置に関係なく移動できる。キャビ
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ネットが使用される家族構成、使用者の背の高さ、使用物品の数量等により、キャビネッ
ト内における各種物品の収納スペースの配置を棚板の移動等によって変更するに際し、電
源コンセントの位置を考慮することなく、棚板を移動し、電気機器の収納スペースを変更
できる。
【００１８】
　（請求項５）
　(f)キャビネット内の最下段の棚板の下面に物品吊下げ用フックを設けることにより、
使用直後の熱を持ったドライヤ、又は使用後の濡れたコップ等、収納しにくいものも収納
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　図１は洗面化粧台を示す模式図、図２は洗面キャビネットを一部破断して示す斜視図、
図３は洗面キャビネットの電源コンセント部分を示す断面図である。
【実施例】
【００２０】
　洗面化粧台１０は、図１に示す如く、鏡台１１の左右に洗面キャビネット２０、２０を
備える。
【００２１】
　洗面キャビネット２０は、図２、図３に示す如く、左右の側板２１、２１、背板２２、
天板２３を箱状に組立てられ（底板を有しても可）、前面に開き戸２４を備える。
【００２２】
　洗面キャビネット２０は、左右の側板２１、２１の高さ方向の多数位置に係止孔２１Ａ
を備え、いずれかの係止孔２１Ａに選択的に差し込まれた係止片２５に棚板２６を載せ置
きできる。本実施例では、上中下３段の棚板２６Ａ～２６Ｃを有する。
【００２３】
　洗面キャビネット２０は、最上段の棚板２６Ａの上側たる最上部の、背板２２に複数の
電源コンセント２７を集約して設ける。本実施例では、左右２ユニット（１ユニットにつ
き各２個のコンセントを備える）の電源コンセント２７Ａ、２７Ｂを有する。洗面キャビ
ネット２０は、最上段の棚板２６Ａの下側を電気機器等の物品収納スペース２８とする。
本実施例では、最上段の棚板２６Ａの下側～中段の棚板２６Ｂの上側を上段の収納スペー
ス２８Ａとし、中段の棚板２６Ｂの下側～最下段の棚板２６Ｃの上側を中段の収納スペー
ス２８Ｂとし、最下段の棚板２６Ｃの下側を下段の収納スペース２８Ｃとする。物品収納
スペース２８に収容される電気機器としては、電動歯ブラシ１、電気かみそり２等があり
、それらの電源コード１Ａ、２Ａが電源コンセント２７Ａ、２７Ｂに接続される。
【００２４】
　洗面キャビネット２０は、棚板２６（２６Ａ～２６Ｃ）の前縁に開口する電源コード挿
入スリット３０を棚板２６に設け、電気機器１、２の電源コード１Ａ、２Ａをスリット３
０に挿入可能にする。このとき、スリット３０の両側縁には、電源コード１Ａ、２Ａを挟
持して保持するゴム等のパッキン３１、３１が設けられる。本実施例では、左右２ユニッ
トの電源コンセント２７Ａ、２７Ｂの下方に対応する、棚板２６の左右２位置に、各１個
のスリット３０が設けられる。
【００２５】
　洗面キャビネット２０は、電源コンセント２７Ｂに接続した電動歯ブラシ１の電源コー
ド１Ａを上段の棚板２６Ａのスリット３０に挿入し、電動歯ブラシ１を上段の収納スペー
ス２８Ａに収納した。また、電源コンセント２７Ａに接続した電気かみそり２の電源コー
ド２Ａを上段と中段の棚板２６Ａ、２６Ｂのスリット３０に挿入し、電気かみそり２を中
段の収納スペース２８Ｂに収納した。洗面キャビネット２０は、係止片２５の差込位置の
変更により、棚板２６（２６Ａ～２６Ｃ）の位置を電源コンセント２７の位置に関係なく
移動できる。
【００２６】
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　洗面キャビネット２０は、最下段の棚板２６Ｃの下面に複数の物品吊下げ用フック４０
を設けた。本実施例では、１つのフック４０にドライヤ３を吊下げ、ドライヤ３の電源コ
ード３Ａが接続される電源コンセント４１を棚板２６Ｃの下側の背板２２に設けた。電源
コンセント４１に接続した電源コードを棚板２６Ｃのスリット３０に挿入し、その電気機
器を中段の収納スペース２８Ｂに収納しても良い。尚、他のフック４０にはコップ４を吊
下げてある。
【００２７】
　洗面キャビネット２０は、図３に示す如く、棚板２６（２６Ａ～２６Ｃ）の外縁の一部
、例えば奥コーナー部に電源コード挿入切欠部３２を設け、電源コンセント２７、４１に
接続される電動歯ブラシ１の電源コード１Ａ等を棚板２６の切欠部３２に挿通することに
より、それらの電動歯ブラシ１等を物品収納スペース２８（２８Ａ～２８Ｃ）に収納する
こともできる。
【００２８】
　本実施例によれば以下の作用効果を奏する。
　(a)棚板２６の一側に電源コンセント２７を設け、該棚板２６の他側に電気機器１、２
等の収納スペース２８を設けた。従って、電源コンセント２７と、電気機器１、２等の収
納スペース２８を棚板２６により仕切り、電気機器１、２等の収納スペース２８に収納さ
れた物品、例えば電動歯ブラシ１やコップ４に付着している水の滴が、電源コンセント２
７に伝わって漏電することを確実に防止でき、使用上の注意を必要としない。
【００２９】
　(b)キャビネット２０内で、電源コンセント２７の設置スペースに関係なく、電源を確
保できる。電気機器１、２の電源コード１Ａ、２Ａを電源コンセント２７に接続するとと
もに、この電源コード１Ａ、２Ａを棚板２６の電源コード挿入スリット３０に挿入するこ
とにより、この電気機器１、２を電源コンセント２７から離隔する収納スペース２８に収
納可能にしながら、電源も確保できる。新たな電気機器１、２を収納スペース２８に追加
的に収納するとき、新旧の電気機器１、２の電源コード１Ａ、２Ａは棚板２６の電源コー
ド挿入スリット３０に挿入されてそれらの取り回しの整然を図られるから、その整然を図
るために当該収納スペース２８における全ての収納物品の出し入れを必要とする等がない
。
【００３０】
　(c)棚板２６のスリット３０に、電源コード１Ａ、２Ａを保持するパッキン３１を設け
ることにより、棚板２６の前縁の側からスリット３０に挿入した電源コード１Ａ、２Ａを
パッキン３１により挟んで保持できる。
【００３１】
　(d)キャビネット２０内の最上部に複数の電源コンセント２７を集約することにより、
キャビネット２０内の残余の部分を物品収納スペース２８として利用できる。着脱頻度の
低い電源コンセント２７を最上部に設け、使用頻度の高い物品収納スペース２８を使用者
の手の届き易い残余の部分に設けることにより、使い勝手を向上できる。電源コンセント
２７を最上部に設けることにより、残余の部分に収納される物品に付着する水の滴が電源
コンセント２７の側に伝わり落ちる可能性を排除できる。
【００３２】
　(e)前述(b)により、棚板２６の位置を電源コンセント２７の位置に関係なく移動できる
。キャビネット２０が使用される家族構成、使用者の背の高さ、使用物品の数量等により
、キャビネット２０内における各種物品の収納スペース２８の配置を棚板２６の移動等に
よって変更するに際し、電源コンセント２７の位置を考慮することなく、棚板２６を移動
し、電気機器１、２の収納スペース２８を変更できる。
【００３３】
　(f)キャビネット２０内の最下段の棚板２６Ｃの下面に物品吊下げ用フック４０を設け
ることにより、使用直後の熱を持ったドライヤ３、又は使用後の濡れたコップ４等、収納
しにくいものも収納できる。
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【００３４】
　以上、本発明の実施例を図面により詳述したが、本発明の具体的な構成はこの実施例に
限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等があっても本発明
に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】図１は洗面化粧台を示す模式図である。
【図２】図２は洗面キャビネットを一部破断して示す斜視図である。
【図３】図３は洗面キャビネットの電源コンセント部分を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
１　電動歯ブラシ（電気機器）
２　電気かみそり（電気機器）
３　ドライヤ（電気機器）
１Ａ、２Ａ、３Ａ　電源コード
４　コップ（物品）
２０　洗面キャビネット
２６　棚板
２７　電源コンセント
２８　収納スペース
３０　電源コード挿入スリット
３１　パッキン
４０　物品吊下げ用フック

【図１】 【図２】
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